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【 背 景 及 び 目 的 】

管 内 A農 家 は 母 牛 31頭 を 飼 養 す る 繁 殖 和 牛 経 営 農 家 で 、 飼 料 は

自 家 配 合 と 野 草 、 自 給 飼 料 等 を 給 与 し て い る 。 ま た 、 畜 主 は 人

工 授 精 師 で 、 人 工 授 精 を 含 め 農 場 全 般 の 仕 事 を 一 人 で 行 っ て い

る 。 近 年 、 牛 群 が 全 体 的 に 削 痩 し 、 そ れ に 伴 い 長 期 不 受 胎 牛 が

増 加 、 繁 殖 成 績 が 悪 化 し た 。 そ こ で 繁 殖 成 績 向 上 の た め 、 飼 料

給 与 等 の 調 査 や 改 善 対 策 の 検 討 を 実 施 し た の で そ の 概 要 を 報 告

す る 。

【 調 査 及 び 対 策 】

調 査 は 、 過 去 3年 間 の 繁 殖 成 績 、 各 ス テ ー ジ 毎 の 給 与 飼 料 の 栄

養 水 準 及 び ボ デ ィ コ ン デ ィ シ ョ ン ス コ ア （ 以 下 B C S） 、 自 給 飼１ ）

料 ・ 野 草 の 生 産 状 況 及 び 給 与 状 況 、 人 工 授 精 の 手 技 等 の 確 認 に

つ い て 実 施 し た 。 調 査 の 結 果 、 過 去 3年 間 の 繁 殖 成 績 は 、 母 牛 の

平 均 年 齢 は 9歳 を 超 え 、 授 精 回 数 、 分 娩 率 及 び 分 娩 間 隔 は 悪 化 し

て い た 。 ま た 、 昨 年 長 期 不 受 胎 牛 9頭 が 廃 用 と な り 、 9頭 の 平 均

年 齢 は 1 5 . 8歳 、 平 均 授 精 回 数 は 6 . 1回 で あ っ た （ 。 B C Sに つ表 1）

い て は 、 分 娩 前 、 授 乳 期 、 維 持 期 の 各 ス テ ー ジ 毎 に 調 査 を 行 っ

た と こ ろ 全 て の ス テ ー ジ で BC Sは 低 く 、 ま た 、 写 真 の よ う な 極 端

に 削 痩 し た 牛 も 複 数 認 め ら れ た （ 。 給 与 飼 料 の 栄 養 水 準 に図 1）

、 、つ い て は 聞 き 取 っ た 情 報 を も と に 飼 料 計 算 を 実 施 し た と こ ろ

各 ス テ ー ジ に お い て D Mは 不 足 、 授 乳 期 に お い て C Pが 不 足 し て い

た が T D Nは 充 足 し て い た 。 し か し 、 計 算 上 の T D Nの 充 足 率 に 対 し

て 実 際 の B C Sは 低 く 乖 離 し 、 実 際 の 給 与 量 は 聞 き 取 っ た も の よ り

不 足 し て い る と 推 察 さ れ た （ 。 自 給 飼 料 の 生 産 、 野 草 の 給表 2 )

与 状 況 に つ い て は 、 自 給 飼 料 は え ん 麦 等 を 生 産 し て い る が 獣 害

が 頻 発 し 、 十 分 な 収 量 が 得 ら れ て い な か っ た 。 ま た 、 野 草 を 積

極 的 に 活 用 し て い る が 、 粗 飼 料 の 給 与 割 合 が 野 草 の み の 場 合 も

あ っ た 。 人 工 授 精 の 手 技 等 の 確 認 に つ い て は 、 発 情 確 認 、 授 精

器 具 の セ ッ ト は 概 ね 正 確 だ っ た が 、 注 入 作 業 時 の 外 陰 部 の 消 毒

が 不 十 分 で あ っ た 。

調 査 に お い て 、 全 て の ス テ ー ジ で BC Sが 低 く 、 DMが 不 足 、 授 乳

期 で C Pの 不 足 が 判 明 し 、 実 際 の 給 与 量 が 適 切 量 よ り 低 い と 推 察

さ れ た 。 そ こ で 、 授 乳 期 の 対 策 と し て C P充 足 率 1 1 7％ 、 T D N充 足

率 1 3 5％ の 飼 料 改 善 案 等 複 数 提 示 し 畜 主 と 協 議 し た 結 果 、 超 早 期



離 乳 を 実 施 す る こ と と し た 。 超 早 期 離 乳 は 、 母 牛 の 泌 乳 負 担 軽

減 の た め 分 娩 後 3日 以 内 に 母 子 分 離 を 行 っ た 。 畜 主 は 以 前 に 虚 弱

図子 牛 で 数 頭 経 験 が あ り 、 哺 乳 作 業 等 は 問 題 な く 実 施 で き た （

。 ま た 、 自 給 飼 料 の 生 産 対 策 と し て 、 獣 害 対 策 の た め 作 付 場2）

所 の 検 討 を 行 い 、 獣 害 の 少 な い 作 付 場 所 を 借 地 し 生 産 す る と と

、 （ ）。も に 従 来 の 作 付 場 所 に お い て は 電 気 柵 の 設 置 を 行 っ た 図 3

借 地 場 所 は 無 償 で 借 り る こ と が で き 、 ま た 、 電 気 柵 に つ い て は

。 、役 場 よ り 補 助 を 受 け る こ と が 出 来 た 給 与 割 合 の 改 善 と し て は

分 娩 前 後 に お い て 購 入 乾 草 の 給 与 割 合 を 増 量 し 、 ま た 、 給 与 方

法 の 改 善 と し て 正 確 な 量 を 計 測 し 給 与 す る よ う 指 導 を 行 っ た 。

加 え て 、 繁 殖 検 診 を 月 2回 以 上 実 施 し 、 繁 殖 成 績 の 悪 い 牛 に 対 し

て 生 殖 器 検 査 野 帳 を 整 備 し た 。 卵 巣 所 見 等 を 畜 主 と 共 有 ・ 連 携

し 、 必 要 に 応 じ て 早 期 か ら 処 置 を 実 施 し た 。 B C Sに つ い て は 、 当

農 場 は 畜 主 一 人 で 作 業 を 行 っ て お り 、 ま た 、 低 コ ス ト 生 産 の 意

識 も 強 い こ と か ら B C Sが 低 く な る 傾 向 が 強 く 、 当 所 に よ り 繁 殖 検

診 毎 に 確 認 を 行 い 適 正 な B C Sを 指 導 す る と 共 に 、 牛 の 栄 養 状 態 に

あ わ せ 給 与 量 を 増 減 す る よ う 指 導 を 行 っ た 。 人 工 授 精 の 手 技 等

に つ い て は 、 注 入 時 の 外 陰 部 の 消 毒 の 徹 底 、 発 情 回 帰 の 有 無 等

の 確 認 ・ 指 導 を 行 っ た 。

【 結 果 及 び 考 察 】

対 策 の 結 果 、 B C Sは 各 ス テ ー ジ に お い て B C Sが 上 昇 し 、 種 付 け

時 期 で あ る 授 乳 期 の BC Sも 平 均 2 . 5 6か ら 3 . 1 4に 上 昇 し た （ 。図 4）

ま た 、 繁 殖 成 績 に つ い て は 空 胎 日 数 が 14 7 . 1日 か ら 7 4日 に 短 縮 さ

れ 、 授 精 回 数 、 初 回 授 精 日 数 も そ れ ぞ れ 改 善 さ れ た （ 表 3 。 子）

牛 の 発 育 状 況 に つ い て も 、 以 前 は 体 格 に 個 体 差 が あ り 小 さ な 子

牛 も 見 ら れ て い た が 、 人 工 哺 乳 に よ り 一 様 に 発 育 が 良 好 と な っ

た 。 併 せ て 子 牛 の 健 康 管 理 も 容 易 と な っ た と 畜 主 も 実 感 し て お

り 、 病 気 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 、 事 故 防 止 に 繋 が る と 考 え ら れ

た 。 経 済 効 果 に つ い て は 、 超 早 期 離 乳 に よ る 経 費 と し て は 代 用

乳 の 経 費 と 授 乳 期 の 改 善 飼 料 の 経 費 で は 殆 ど 同 額 で あ っ た が 、

哺 乳 作 業 の 労 働 費 が か か る と 考 え ら れ た 。 し か し 、 繁 殖 成 績 向

上 に よ る 費 用 対 効 果 と し て 空 胎 日 数 が 7 3 . 1日 短 縮 し た こ と で 1日

の 生 産 費 が 削 減 さ れ 、 ま た 、 授 精 回 数 も 1 . 2回 減 少 し た こ と で 授

精 経 費 も そ の 分 削 減 さ れ る こ と か ら 、 年 間 約 3 3万 円 の 効 果 が 見

込 ま れ （ 、 ま た 、 繁 殖 成 績 、 子 牛 の 発 育 向 上 に よ り 更 に 費図 5）

用 対 効 果 は 上 が る と 考 え ら れ た 。

当 農 場 に お い て 、 繁 殖 成 績 が 低 下 し た 主 要 因 は 、 飼 料 の 給 与

量 不 足 に よ る 、 低 エ ネ ル ギ ー 、 授 乳 期 の C P不 足 と 考 え ら れ た 。



特 に 、 授 乳 期 の CP不 足 、 低 エ ネ ル ギ ー は 母 牛 の B C S、 生 殖 器 の 回

復 を 低 下 さ せ 繁 殖 性 に 影 響 を 及 ぼ し 、 ま た 、 母 牛 の 泌 乳 量 も 減

。 、少 さ せ 子 牛 の 発 育 に も 影 響 を 与 え て い た と 推 察 さ れ た そ こ で

母 牛 の 泌 乳 負 担 軽 減 の た め 超 早 期 離 乳 を 実 施 し 、 自 給 飼 料 の 収

量 確 保 の た め 獣 害 対 策 を 実 施 し た 。 し か し 、 自 給 飼 料 や 野 草 は

発 育 の 仕 方 等 に よ り 栄 養 価 が 変 動 す る と 思 わ れ る た め 、 分 娩 前

後 は 購 入 乾 草 の 割 合 を 増 や す こ と と し た 。 ま た 、 実 際 の 牛 の BC S

の 変 化 を み て 給 与 量 を 増 減 す る こ と は 重 要 で あ り 、 定 期 的 な 第 3

者 に よ る B C Sの 確 認 指 導 や 繁 殖 障 害 に 対 し て 問 題 牛 の 早 期 か ら の

処 置 も 必 要 と 考 え ら れ た 。

対 策 ・ 指 導 を 実 施 す る に あ た り 、 ま ず 、 原 因 を 分 析 し 対 策 を

提 示 す る 必 要 が あ り 、 そ の 際 、 農 家 に 合 わ せ 時 に は 複 数 の 対 策

案 を 提 示 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ た 。 ま た 、 対 策 に 伴 う 労 働 力

・ 必 要 経 費 に つ い て 十 分 な 説 明 も 必 要 で あ り 、 今 回 、 対 策 に よ

り B C Sの 改 善 、 繁 殖 成 績 、 子 牛 の 発 育 の 向 上 等 畜 主 が 成 果 を 早 期

に 実 感 で き 、 ま た 経 済 効 果 を 提 示 し た こ と は 対 策 の 継 続 に 繫 が

る も の と 考 え ら れ た 。 畜 主 へ の 継 続 的 な 指 導 ・ サ ポ ー ト は 指 導

内 容 の 理 解 を 深 め る と と も に 、 農 場 の 経 営 方 針 ・ 計 画 を 把 握 し

農 家 に 合 わ せ た 指 導 方 法 が 必 要 と 思 わ れ 、 今 後 も 良 好 な 繁 殖 経

営 と な る よ う 努 力 し て い く と と も に 、 他 農 場 の 指 導 に お い て も

柔 軟 に 対 応 し て い き た い 。

１ ） 相 原 ： 新 し い 牛 群 検 定 成 績 表 に つ い て （ そ の 2 6） ‐ ボ デ ィ

コ ン デ ィ シ ョ ン ス コ ア の 判 定 ‐ （ LI A J N e w s N o . 1 4 0）


